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営業の概況

■景気は回復基調
当連結会計年度におけるわが国経済は、上期に

おいては世界経済の回復を背景とした輸出の増加と

国内生産の増加に伴う設備投資に支えられ、景気回

復がより確かなものとなりました。企業収益も顕著

な回復を見せ、大手企業から中堅･中小企業へ、製

造業から非製造業へと広がりました。しかしながら、

下期に入り原油価格や原材料価格の高騰に加えて、

台風や地震といった自然災害の影響もあり、年末に

かけて景気回復の減速感が強まってきました。

■情報化投資が本格的に回復
当社グループの属するIT関連業界におきましては、

企業の収益改善とブロードバンド環境の進展を背景

に「e-Japan戦略」の具体的進展、個人情報保護法

の施行を前にしたセキュリティ対策への関心の高ま

りや、2000年問題対応システムの買い替え需要に

加えて、IT投資促進税制等の支援策もあり、パソコ

ン等のコンピュータ関連機器が回復基調となるな

ど、先延ばしされていた企業の情報化投資が本格的

に回復してきました。しかしながら、企業のIT投資に

対する投資対効果の明確化やトータルコスト削減へ

の要求は従来にも増して強まっております。

■企業の経営改善につながるIT活用を提案
このような状況の中で当社グループは、「お客様

の目線で総合力を活かし、信頼に応える」をスロー

ガンに掲げて、ブロードバンド環境の進展やセキュ

リティへの関心の高まりをビジネス拡大の好機とと

らえ、当社グループの持つ総合力を活かした複合シ

ステムや関連サービスの提供等、企業の経営改善に

つながるIT活用の提案に努めました。同時に、「た

のめーる」、「ODS21」、「SMILE」、「OSM」等の重点

戦略事業に注力し、加えて「SPR」のより一層の活

用と浸透を図り、提案品質の向上と営業活動の効

率化を推進しました。また、インターネットを活用し

た基幹系および情報系システムの抜本的な見直しと

融合等、お客様の課題解決に引き続き注力いたしま

した。
※各重点戦略事業の内容については6ページをご覧ください。

■増収、大幅増益を実現
以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高

3,724億81百万円（前年同期比8.2％増）、営業利益

170億9百万円（前年同期比84.5％増）、経常利益

170億36百万円（前年同期比88.1％増）、当期純利

益は112億47百万円（前年同期比357.7％増）と、増

収大幅増益となりました。

●景気回復による企業収益の改善・金融不安の解消�
●各種リプレース需要の発生�
●ブロードバンド環境の進展と�
　セキュリティへの関心の高まり�
●IT投資促進税制等の政府の支援策�

外部環境�

●「SPR」の活用浸透による提案品質の向上と�
　効率的な営業活動の展開�
●複合・統合システム提案による競争力の向上�
●原価管理強化、販管費率の改善で収益性が向上�
●「たのめーる」による顧客開拓効果�
●旬なセキュリティビジネスを強化�

当社グループの取り組み�

企業のIT投資が顕著に回復�



4 大塚商会アニュアルレポート2004

当社では、お客様の満足度（CS）向上につながる

最適な提案を効率よく行う仕組みとして、「SPR」を活

用しています。

「SPR」は当社が独自に開発した情報システムであ

り、顧客管理（CRM）と営業支援（SFA）をあわせた機

能を持っています。

「SPR」では、お客様のプロフィール情報はもとよ

り、お客様との取引履歴（過去）、お客様への提案状

況（現在）、お客様の要望・ニーズ（未来）に関する情

報をデータベース化しています。

また、データベースの中には、日々2万社におよぶ

面談・コンタクト情報に加えて、外部の企業情報など

も含まれています。これらの情報を多面的に分析し

活用することで、個々のお客様に最適な提案を効率

よく行うことが可能となっています。

SPR : Sales Process Re-engineering の略称�
当社独自開発の CRM + SFA システム�

（顧客管理）�（営業支援）�

科学的営業でCS向上と効率アップを同時に実現�

お客様のプロフィールを正確に知る�

お客様との取引履歴（過去）を知る�

お客様への提案状況（現在）を知る�

お客様の要望・ニーズ（未来）を知る�

■「SPR」による科学的なアプローチ

好調な業績を受け、営業活動によるキャッシュ･フ

ローは当連結会計年度において前年同期に比べ77

億45百万円増加しました。前年同期には新本社ビル

の取得があったため、投資活動によるキャッシュ･フ

ローは前年同期に比べ201億60百万円減少し、財務

活動によるキャッシュ･フローは、借入金の返済を進

めたことなどにより、前年同期に比べ219億1百万円

増加しました。

■キャッシュ･フローの推移 （単位：億円）
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当連結会計期間におきまして、過去に発行しまし

た社債の償還を全て終了しました。また、前年同期

には新本社ビルの取得があったため、借入金が一時

的に増加しましたが、好調な営業活動によるキャッ

シュ･フローを背景に借入金の圧縮を進めた結果、

有利子負債（短期借入金、長期借入金および社債）

は約155億円の減少となりました。

■有利子負債の推移
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事業セグメント別の概況

コンサルティングからシステム設計･開発、搬入

設置工事、ネットワーク構築まで最適なシステム

を提供するシステムインテグレーション事業では、

オリジナルのナレッジマネジメントシステム

「ODS21」や統合型基幹業務システム「SMILE」

に注力した結果、カラー複写機やパソコンおよび

サーバの販売が引き続き好調に推移し、売上高は

2,387億29百万円（前年同期比5.7％増）となりま

した。

事業セグメント別の売上高推移�
�

■システムインテグレーション事業　■サービス&サポート事業　■その他の事業�
�
�
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■システムインテグレーション事業

サプライ供給、ハード＆ソフト保守、テレフォンサ

ポート、教育等によりシステム導入後をトータルにサ

ポートするサービス＆サポート事業では、Webサイト

およびカタログによるオフィスサプライ通信販売事

業「たのめーる」が引き続き好調に推移し、OAサプ

ライを中心に引き続き高伸長を続けたことに加え

て、保守等も堅調に推移し、売上高は1,309億59百

万円（前年同期比12.3％増）となりました。

■サービス＆サポート事業

その他の事業では、株式会社冨士見建設の属す

る建設業界は引き続き厳しい状態にありましたが、

積極的な営業活動を展開した結果、売上高は27億

92百万円（前年同期比49.4％増）となりました。

■その他の事業
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当社では、「MRO」「SMILE」「ODS21」「OSM」の4事業を重点戦略事業と位置付け、特に注力していま

す。当連結会計年度における各事業の概況は以下の通りです。

MRO重点戦略事業

文具、オフィス生活用品、OAサプライなどの販売

事業であるMROは、事業の中核となるオフィスサプ

ライ通信販売事業「たのめーる」の躍進により520億

円を超えました。

「たのめーる」は当社が提供する「ワンストップソ

リューション」へのいわば入口であり、ここからお客

様のシステム全般に関わるビジネスへとお取り引き

の拡大を進めています。

重点戦略事業の概況（単体）

MROの売上高推移�  （単位：百万円）�
�
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売上高 523億74百万円 前年同期比 30.3％増
内、たのめーる

売上高 463億69百万円 前年同期比 40.4％増

たのめーるカタログ Vol.13 インターネットたのめーる
http://www.tanomail.com
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SMILEの売上高推移�  （単位：百万円）
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ODS21の売上高推移�  （単位：百万円）
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売上高 206億39百万円 前年同期比 7.5％増

内、ソフトおよび保守

売上高 117億72百万円 前年同期比 23.3％増

売上高 254億29百万円 前年同期比 36.9％増

ODS21は、紙文書をデジタル複写機でデータ化

し、他のデジタルデータとの一元管理により情報を

共有、活用するナレッジマネジメントシステムです。

複写機とコンピュータの双方を提供する当社なら

ではの強みを活かし、中堅企業の業務改善に役立つ

提案活動の結果、好調に推移しました。

SMILEは、当社オリジナルの統合型基幹業務シス

テムで、オフコン時代からの26年にわたる実績を持

ち、中堅･中小企業向けのSMILE ADと、大手･中

堅企業向けのSMILE ieがあります。

幅広い業種･業務別のオプション群により導入が

容易である特長を活かし、企業の経営改善における

基幹系システム見直しの動きを受け、ソフトおよび

保守が好調に推移しました。

重点戦略事業 SMILE

重点戦略事業 ODS21
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OSM重点戦略事業

OSMの売上高推移�  （単位：百万円）�
�
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当社が提供するセキュリティビジネスの事業ブラ

ンドであるOSMは、個人情報保護法の施行を前に

した企業のセキュリティ対策への関心の高まりなど

により、好調に推移しました。

売上高 99億円 前年同期比 57.8％増

■情報漏えい防止ソリューション企業連合
昨今、個人情報漏えいが相次ぎ、それが企業経

営に大きな打撃を与えています。今や情報漏えい防
止は企業経営にとって最優先の課題になっていま
す。しかし、情報漏えい防止のための具体的な施策
は、どこから手をつけて良いのか分からない企業も
多いのが現状です。また、一製品で情報漏えいを全
て防止出来る統合的な製品も存在しません。
このような状況下で、最適な製品や具体的対策
を提供する企業への要望が高まったため、当社が
まとめ役となり「情報漏えい防止ソリューション」を実
現する企業連合を組成しました。これには各分野の
トップベンダーが参加し、事前予防から万一個人情
報が流出した場合の保障までを幅広くカバーします。

RSAセキュリティ株式会社

エムオーテックス株式会社

株式会社大塚商会

クオリティ株式会社

シトリックス･システムズ･ジャパン株式会社

株式会社損害保険ジャパン

トレンドマイクロ株式会社

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社

マイクロソフト株式会社
（50音順）

「情報漏えい防止ソリューション」を実現する企業連合9社
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サーバの販売台数推移�
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パソコンの販売台数推移�
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複写機の販売台数推移�  （単位：台）
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■カラー複写機　■モノクロ複写機�
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コンピュータおよび複写機の販売台数は、以下の推移となりました。


